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秋田新幹線や秋田自動車道の開通、秋田北空港の開港、日本海沿岸東

北自動車道の建設工事着工など、県内の高速交通体系の整備は確実に進

んでおります。

これら高速交通網の整備により、我が国第一の深さを誇る田沢湖にも

確実に観光客の増加が見込まれており、このたび県営オートキャンプ場

建設事業が計画されました。

本事業地内に潟前遺跡があり平成8年度に発掘調査を実施しました。

その結果、!日石器時代の遺物、縄文時代早期~後期の遺構や遺物が検

出されるなど、大規模な複合遺跡であることが分かりました。特に、縄

文時代後期の配石遺構が検出されたことで、遺跡の中心部は祭紀の場で

あったことが確認されました。おかげさまで関係各位の深いご理解を得

て、工事計画は変更され、遺跡の中心部を保存しながらオートキャンプ

場建設をめざすこととなりました。

本報告書は、これら第 1次の調査記録をまとめたものでありますが、

埋蔵文化財の保護に広く活用され、郷土の歴史や文化財を研究する資料

として、多くの方々にご利用いただければ幸いに存じます。

最後に、本調査の実施及び本書の刊行に際し、ご協力を賜りました田

沢湖町、田沢湖町教育委員会、東日本旅客鉄道株式会社、秋田県商工労

働部観光課をはじめ、関係各位に対し深い感謝の意を表する次第であり

ます。

平成 11年 3月

秋田県教育委員会

教育長小野寺 清
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1 .本書は、県営オートキャンプ場建設事業に係る埋蔵文化財発掘認査報告書である O

2. 本書は、 1996年(平成 8)年度に調査された田沢湖町に所在する潟前遺跡の

ある。

をまとめたもので

3. 調査の内容については、すでにその一部が報告会資料@年報などによって公表されているが、

を正式ものとする O

4. 本書の執筆は、藤津島が行い、伊藤攻の協力を得た。

5. 本書に使用した地図は、国土地理院発行の 5万分の 1r田沢湖』と秋田県商工労働部提供の 500分の l

の地形図である。

例

1 .遺構番号は、その種類ごとに略記号を付し、検出)1慣に通し番号を付したが、後に検討の結果、遺構では

ないと判断したものは欠番とした。また、遺物には下記の略記号を使用した。

SK……土坑

S …一石器

2.遺跡基本層位と遺構土層図中の土色の表記は、農林省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩

研究所色票監修『新版標準土色|枯』によった。

3. 挿図中の遺物番号は、遺構内外の出土を関わずi日石器時代の石器、縄文時代の土器@石器ごとに通し番

号を付しであり、その番号は図版中の遺物番号と対応している。

4. 土属番号に用いた数字は、ローマ数字を遺跡、基本属{立に、算用数字を遺構土層に使用して区別した0

5. 挿図に使用したスクリーントーンは、下記のとおりである。

~ 地山

II 
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第 1章はじめに

第 l節発掘調査に至る経過

田沢湖畔北東部の東日本鉄道株式会社所有地内において、田沢湖町、東日本鉄道株式会社、秋田県の三者

連携によるハーブ園、ホテル、オートキャンプ場を中核とした滞在型リゾート地の建設が計画された。その

基本計画は、平成 7年度に諸調査@基本設計@実施設計を行い、平成 8" 9年度に建設工事を実施し、平成

9年 7月開業予定であった。

平成 7年 10月、田沢湖町民より田沢湖町教育委員会に東日本鉄道株式会社所有地内東端部分から土器が

出土しているとの指橋があり、同年 11月田沢湖町教育委員会から東日本鉄道株式会社に社用地内に遺跡包

含地があるので調査が必要との連絡があった。同年 12月 22目、秋田県教育委員会文化課が l回目の埋蔵文

化財分布調査を実施した結果、向島民から指摘された部分では遺構@遺物を確認することはできなかったが、

オートキャンプ場建設予定地付近で縄文時代前期@後期の土器や土坑@焼土遺構を確認した。平成8年 1月

19日、秋田県教育委員会文化課が 2回目の埋蔵文化財分布調査を実施した結果、遺構@遺物出土地点は周

知の遺跡である潟前遺跡であることを確認した。そのため、工事によって消滅するホテルとオートキャンプ

場の共同進入路付近1.500rrfは記録保存調査を行い、その他の部分については工事施工の際に立合調査を行

う方針を決定し、当初計画に沿ったオートキャンプ場を建設することとした。

平成 8年 5月 21日'""31日にかけて、秋田県埋蔵文化財センターが範囲確認調査を実施した結果、遺跡は

オートキャンプ場建設予定地を中心に約 12，000rrfの広がりをもち、縄文時代前期中頃および縄文時代後期

前半の大規模な複合遺跡であることが判明した。特に、オートキャンプ場建設予定地の台地部分では縄文時

代後期の祭紀に関わると考えられる配石遺構も検出された。複合遺跡のため通常の調査と比較して作業量が

増えるため、平成 8年度の記録保存調査は 1，000rrfが限度として、平成8年度はホテルとオートキャンプ場

の共同進入路湖畔側(800rrf)を発掘調査し、共同進入路山側(700rrf)及び、台地部分については平成 9年度に調

査することした。遺跡の保全に配慮し、当初は平成9年 7月に、「ハーブガーデン@ハートハーブム「長期

滞在型宿泊施設@ファミリーオムオートキャンプ場が何時開業の予定であったが、このうちオートキャン

フ。場の開業計画については見直しが行われた。

平成8年 9月9日から 11月 15日にかけて共同進入路の湖畔側部分(1，030 rrf)の発掘調査を実施するに五つ

た。

その後、平成 9年 6月 2日から 8月 6日にかけて、田沢湖町教育委員会がオートキャンプ場建設予定地の

台地部分の表土除去を行い、配石遺構の構成や広がり状況を確認した。この結果を受けてオートキャンプ場

の設計変更がおこなわれ、台地部分のテントサイト建設はとりやめ、盛土して保存活用する方針が決定され

た。
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第 l章 は じ め に

第 2節 調 査 要 項

跡名

遺跡所在地

調 査 期 間

調 査面

調 査 主 体 者

調査担当

総 務 担

潟前遺跡

秋田県仙北郡田沢湖町田沢字潟前 69外

平成 8年 9月9司'"'-'11月日日

1.030 ni 

秋田県教育委員会

藤漂 白 (秋田県埋蔵文化財センター

(現 仙北郡{山南村立仙南中学校教諭)

伊藤攻 (秋田県埋蔵文化財センター

藤肥良清 (秋田県埋蔵文化財センター総務課主査)

(現秋田県教育庁福手IJ課課長補佐)

佐藤幸嗣 (秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

須田輝樹 (秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

(現秋田県立図書館総務課主事)

調査協力機関 田沢湖町教育委員会

東日本鉄道株式会社

秋田県商工労働部

参考文献

1 .秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書J秋田県文化財調査報告書第 270集 1997(平成 9年)



第 2章遺跡の立地と環境

第 1節遺跡、の立地

田沢湖町は県東部のほぼ中央 る。潟前遺跡は JR田沢湖駅の北西約 5.7km、田沢湖の北東湖岸

(北緯 390 44' 29"、東経 1400 41' 18" )に位置する O 田沢湖の外輪山のひとつである笹森山より湖岸に伸

びる舌状台地先端部の標高 254，.....，264m付近に遺跡は立地する。(第 l図)

遺跡周辺の地形は、地形区分図によれば山地@台地@低地の 3つに分けられている。玉川河谷低地の西側

は出羽山系で、非火山性山地の橋森山地や田沢湖の周囲を取り巻く田沢湖山地がある。東側には火山性山地

の荷葉岳火山地があり、その周囲や南側に非火山性山地のソッケ森山地、八ッ木山地、大影山@小影山山地

が連なり奥羽LlI脈を構成している O 台地には玉川河谷低地と東側山地に挟まれ帯状に連なる生保内台地があ

るO このように、地形は玉川の流路を境に

東側には奥羽山脈、西側には出羽山地が連

なり、本遺跡は出羽山系の田沢湖山地内に

位置するo (第 2図)

田沢湖山地は、院内岳(751.1m)を主d嘩

とする田沢湖周聞の外輪山であり、北東部

を除き、急斜面を伴う標高 500m以上の山

陵が田沢湖を断続的にとりまいている。外

輪山は旧沢湖の火山活動によって形成され

た溶岩円頂丘であると考えられる。これら

山陵部の起伏量は院内岳付近で最も大きく

400'"'-'420mであるが、他はおおむね 200'"'-'

300mである。しかし、田沢湖北東部には

笹森山(401.3m)を最高とし、起伏最が 40

'""140mの緩斜面からなる丘陵性の山地が

分布しており、潟前遺跡の立地もこのよう

な地形に起因していると考えられる。

湖周辺の表層地質は、湖岸西から北西に

かけては火山性岩石及び、深成岩から構成さ

れ断層群が発達し、田沢湖北岸には回結堆

積物である松葉層、田沢湖北東部には宮田

田沢湖から南東部地域には田沢層が広

く分布し、緩やかな地形を示している。潟

前遺跡付近は田沢層(含輝石石英安山岩質

火山磯凝灰岩)や宮旧層(石英安山岩質異質

⑧ 

遺跡位置図

-3-

田沢湖町

愈 潟前 遺跡

北緯40"



第 2章遺跡の立地と環境

111地

出羽山地

非火山性山地

奥羽山脈

火山性山地

非火山性山地

台地(耳)

低地(阻)

楢山山地 (Id)・田沢湖山地 (Ie)

稲葉岳火山地 (1i) 

ソッケ森山山地(If)・八ッ木山山地(Ig)・大影山・小影山L]J地(Ih)

生保内台地 (IIe)

|河谷低地 (IIIb)

第 2国地形震分図
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火山磯凝灰岩@凝灰岩)から構成されている O

また、田沢湖は湖面標高 249m水深は 423.4mで、日本の湖沼中最深である。自然、状態としては流入する

河川も流出する河川もない閉塞湖である。その湖岸線の形は誼線で囲まれた直径約6krnの五角形で、あるO かつ

ては魚も十数種棲息していたが、 1940(昭和 15)年玉川の強酸水を流入したため生物は姿を消した。

田沢湖を中心とする地域は田沢滋抱返り県立自然公障に指定され、秋田県有数の観光地となっている。

第 2節歴史的環境

図i幅内では、秋田県遺跡地図で 25筒所の遺跡が確認されており、その分布は、田沢湖畔南側の潟地区や

玉川流域の河岸段丘面に立地している。

!日石器時代の遺跡は、大出仙北郡内では協和町米ヶ森遺跡や南外村小出 1"町遺跡、で発掘調査が行われて

いるが、玉川水系においては調査例がなく、潟前遺跡(50-24)の調査が初めてである。

縄文時代の遺跡は 18館所確認されており、時期は縄文時代中期から晩期である。中期は蟹沢口遺跡、(50-

13)、田子の木遺跡(50-26)がある。このうち国子の木遺跡では、武藤鉄城氏によって「田子の木式土器J

の名称を与えられた土器が出土しているが、内容には不明な点が多~ i。中期から晩期にかけての複合遺跡は

上屋敷宜遺跡(50-23)、潟尻遺跡(56-33)の2遺跡、である。晩期は大山遺跡(50-18)、沼田遺跡(50-21)、

春山遺跡(50-25)があり、このうち、武蔵野遺跡(50-36)は昭和 41" 42年に田沢湖町と県教育委員会が発

掘調査し、縄文時代晩期の大洞 BC式土器や土偶、竪穴住居跡が 22軒検出されている。また、時期を特定

できていない遺跡、も 9筒所ある。

弥生@吉墳時代の遺跡は確認されていない。古代に位置づけられるものは中山遺跡(50 12)と須恵器が出

土している武蔵野遺跡(50-36)の2遺跡である。中世城館は 9遺跡確認されているが、空堀、郭、帯郭のみ

であり呉体的な史実で裏付けられる城舘はない。

同町内の神代地区に所在する黒倉遺跡は、昭和初年から深沢多市、田口耕之助氏らによる調査が行われて

いる。また昭和 10年には、武藤鉄城氏が黒倉堤付近の道路工事中に土器や石器が多量に出土したことを教

えられ、現地に赴いて遺跡であることを確認し調査を行っている。その後、黒倉B遺跡の本格的な調査が、

昭和 59年(1次調査ト昭和 60年(2次調査)にかけて実施された。 1次調査区域では、縄文時代前期初頭か

ら後期初頭の土器が出土したが、主体は中期初頭の大木式土器である。 2次調査区域では縄文時代前期末葉

から晩期中葉の土器が出土したが、主体は中期全般にわたる大木式土器である。 2年間にわたる謁査の結果、

縄文時代中期の竪穴住居跡 7軒、石組炉6墓、土坑 5基、焼土遺構3基、土器埋設遺構2基、捨て場 1笛所

が検出された。黒倉B遺跡は仙北平野や横手盆地では、縄文時代中期の大木式土器が出土する貴重な遺跡で

ある。

参考文献

1.秋田県『土地分類基本調査 部沢湖J5万分の l 国土調査 1991(平成 3年)

2. 秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図J(県南版) 1991(平成 3年)

3. 秋田県教育委員会『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書理一小出 1..小出立@小出麗@小出百-J秋田県文化

261集 1991(平成 3年)

4. 秋田県教育委員会『秋田県の中世城館』秋田県文化財調査報告書第 86集 1981(昭和 56年)
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第2章遺跡の立地と環境

5. 田沢湖町教育委員会『黒倉B遺跡J第 l次発掘調査報告 1985(昭和 60年)

6.田沢湖町教育委員会『黒倉E遺跡J第 2次発掘調査報告 1986(昭和 61年)

7. 秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書J秋田県文化財調査報告書第 270集 1997(平成 9年)

番 遺跡名 所 在 士出 時 代 文 献

50 11 @台城 田沢湖町田沢字蟹沢口 縄文 2 

50-12 中山 田沢湖町田沢宇獄乳 縄文@古代 2 

50-13 蟹沢口 田沢湖町田沢字蟹沢仁i 縄文(中期) 2 

50-14 天館 田沢湖町田沢字大蟹沢 中世(館跡) 2 " 5 

50-15 見付回館 白沢湖町田沢字耳除 中世(館跡) 2 .. 5 

50-16 中ノ沢 田沢湖町田沢字中ノ沢 縄文 2 

50 17 高屋館 田沢湖町田沢宇高麗 中世(館跡) 2 " 5 

50-18 大山 田沢湖町田沢字大山 縄文(晩期) 2 

50--9 羽根坂館 田沢湖町田沢字羽根坂 中世(館跡) 2 " 5 

50-20 古舘 田沢湖町田沢字沼田 中世(館跡) 2 " 5 

50-21 沼田 田沢湖町田沢字沼田 縄文(晩期) 2 

50-22 上屋敷 I 田沢湖町田沢字先達 縄文 2 

50-23 上屋敷E 田沢湖町田沢字先達 縄文(中期~晩期) 2 

50 24 潟前 田沢湖町田沢字潟前 18石器@縄文(前期~後期) 2 

50-25 春山 田沢湖町春山字春山 縄文(晩期) 2 

50-26 田子の木 田沢湖町潟字蛭児堂 縄文(晩期) 2 

50-27 田子の木館 田沢湖町潟字頭無 中世(城館) 2 .. 5 

50-28 寵森館 田沢湖町潟字中山 中世(城館) 2 .. 5 

50-29 ーの渡し 田沢湖町潟字ーの渡@蛭児堂 縄文 2 

50-30 ヨテコ沢 田沢湖町潟字ヨテコ沢 縄文 2 

50-31 荒沢 田沢湖町潟字荒沢 縄文 2 

50-33 下高野 田沢湖町生保内字下高野 縄文 2 

50-34 小先達 田沢湖町生保内字小先達 縄文 2 

50-35 黒沢野 田沢湖町生保内字黒沢野 縄文 2 

50-36 武蔵野 田沢湖町生保内字武蔵野 縄文@古代 2 

56-17 御座石 西木村上桧木内字相潟 縄文 2 

56-33 潟尻 西木村西明寺字潟尻 縄文(中期@晩期) 2 
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第 3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

潟前遺跡は田沢湖北東湖岸に位置し、田沢湖の外輪山である笹森山より湖岸に向かい南西に緩やかに伸び

る舌状台地先端部、標高 254，..._，264m付近に位置する。その遺跡推定面積は約 12.000rrfであるが、遺跡北西

部は平坦面白，200rrf)が広がり、範囲確認調査において縄文時代後期前葉の配石遺構の一部や石棒が確認さ

れている。遺跡の現況は植林された杉林であり、遺跡、の中央を南北方向に、湖岸の春山地区と田沢地区を結

ぶ通称田沢道が通っている。この道路建設や補修のため部分的に地山付近まで削平され砂利敷きされた笛所

もある。遺跡南側と湖岸の関を県道田沢湖@西木線が通る。遺跡南端部と湖岸との距離は約 60m、湖面と

の比高差は 5mである。(第 5図、図版 1) 

調査区の基本層位は、東西に設定したトレンチから以下の通り観察できた。(第4図)

第 1J麗 黒色土(10YR2/1) :シルト質で炭化物が 1%混入した表土層である。層厚は 15，.....，30cmで、あり、

調査区内北西部に向かつて層厚になる。

第E層 黒褐色土(10YR2/3) :シルト質で炭化物が 1%混入する縄文時代造物包含層である O 層厚は調

査区南側や東側では 15，......，20cmで遺物の混入は少ないが、調査区北西部は 35，，-，40cmと層厚になり遺物の混入

も極端に多い。明確な地山漸移層が存在しないことなどから、過去に地業が行われた可能性も考えられる。

第瓢層 黄褐色土(10YR5/8) :シルト質で堅い地山であり、一部!日右器時代遺物包含層である。

一一一257.00m MCライン 42ライン れABライン一一一

I I 

~~ 
。 1m 

第 4園調査臨の基本層位

第 2節調査の方法

発掘調査はグリッド法を用いた。調査区内に任意の点 1箇所を選定し、この基準抗から磁北に合わせた南

北基線とこれに直交する東西基線を設け、 4x4mのグリッドを設定した。また、南北基線には 2桁の算用
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第 3章発掘調査の概要

数字、東西基線にはアルファベット 2文字の組み合わせを付し、各グリッドの名称は南東隣の交点の算用数

とアルファベットを組み合わせて呼称した。造構等の実測は、各グリッド杭を利用して測量し、縮尺は原

則として 20分の lとした。なお、これらの遺構平面図と調査範囲図等から遺構配置図など必要な図面を作

成した。また、調査区外の配石遺構の確認調査は、任意にトレンチを設定して行った。また、検出した配石

の位置は工事用基準杭を基点にし、エド板測量(縮尺 250分の 1)で記録した。

第 3節調査の経過

9月9日 作業員説明会を行う。遺跡内を通る道路(通称田沢道)が日常生活で使用されている道路なので、

にあたり通行止めの措置を講じ迂回路を設定した。その旨を秋田県商工労働部を通じて田沢

湖町役場企画調整課に連絡する。

9月10日 基本層位確認ベルトを設定。ベルトコンベアーを配置し表土除去を開始する O

9月11日 調査区に隣接して建設されるホテルの工事安全祈願祭が行われる。 ABS秋田放送の取材があり、

安全祈願祭と発掘調査開始について同日放映された。

9月初日 基本土層断面図作成を終了した。基本層位は I層(表土)、立層(遺物包含層入園層(地山)である0

9月初日 調査区北東部で土坑(SK01 02)を検出する。

9月27日 地山面精査を開始する。地山面底上で!日器時代のナイフ形石器が出土する。

10月2日 ナイフ形石器が出土した付近の翻溜(地山)中から旧石器時代の石器が 3点出土し、!日石器時代の

包含層があることがあきらかになった。

10月9日 遺物が集中して出土する北西部を除いて基本土層E層の粗掘を終了した。 I日石器時代遺物包含層

の範聞もほぼ確認した。

10月16日 L 141より北西部を除いて地山間精査及び地山レベリングを終了した。

10月17日 MA41"MB41"HJ41 L141の基本土層豆藤中より多量の遺物が出土した。

10月23日 基本土層E膳の粗掘をすべて終了する。地山精賓の結果新たに土坑4基(S K 03 ，， 04 05 06)を

検出した0

10月初日 遺構精査を開始する。

10月28日 遺構精査を終了する。調査区外北西部に配石遺構確認のためトレンチを設定する。

10月29日 重機によりトレンチ内の表土除去を開始する。

10月初日 トレンチ内をハンドボーリングで配布の有無を確認、し、配石遺構確認面まで掘り下げを開始する0

11月5日 環状配石遺構(推定直径約 7m)を検出する。

11月7日 前日よりの豪雨で、!日石器時代の調査区が水没したためエンジンポンプによる汲み上げをする。

新たに環状配石遺構(推定直径約10m)を検出する。

11月8日 !日石器時代包含膳の調査を終了し、ベルトコンペー及び配電盤を撤去した。

11月11日 調査区調査終了写真撮影をおこない、調査区内の調査はすべて終了した。また調査区外の配石の

位置を平板測量で記録した。

11月15日 配石遺構保護のため一部埋めもどしをした。発掘機材は来年度調査のために仮小屋に収納し、

物を埋蔵文化財センターに搬送してすべての発掘調査を終了した。 ABS秋田放送の取材があり

同日放映された。
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調査の経過第 3節
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調査の記録第 4

調査の結果、縄文時代前期の土坑が調査区内北西部や東部で 5基検出された。遺物は調査区内北西部から

より出土した。縄文時代早期~後期の遺物は

ら出土したが、層位的に時期差を把躍することはできなかった。

@第したものが多し'0I日行器時代の遺物は第立

に第E

旧石器時代の遺物第 1節

L G39、MC40グリッLM40、L 140、L J 40、旧石器時代の遺物は調査区東側の第E層下部(LF40、

L 139グリッめから出土した。出土範閣はさらに調L H39 40、L G39~41、ド)と第亜層(LF 39 " 40、

査区外南側へ広がると考えられる。第E層下部の石器出土状況は、第E層が縄文時代において地業された可

の石器出土範囲は約 72rrfである。石器及び能性があるため第直属と比較してやや拡散傾向にある。

7図、図版 2)4点、第璽層 105点の計 109点出土した。素材はすべて頁岩である。
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第 l節 |白石器時代の遺物
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第4章調査の記録

石器及び剥片(第8図S1 ，-...，18、図版 6)

S 1はナイフ形石器であり 1点出土した。打面調整した縦長剥片を素材とし、先端部両側縁部に微細な刃

こぼれがある。 S2は掻器であり 1点出土した。打面を残した縦長剥片の末端に先急角度の刃部が作出され

たものである。 S3，......18は縦長の剥片である。

第 2節 縄文時代の検出遺構と造物

1 .検出遺構と遺物

土坑は調査区内北西部で 4基、東部で 1基検出した。時期は出土遺物や土坑のまとまりなどからすべて縄

文時代前期のものと考えられる。

S K02(第9図、図版 3)

L B39グリッド第困層上屈で検出した。平語形は長軸(:fヒ東一南西)1.10mx短軸(北西-南東)O.58mの楕

円形を呈し、検出面からの深さは 20cmで、底面は平らで壁は少し外に開きながら立ち上がる。覆土は 2

に分けられた。 1層は炭化物@地山粒子が混入し、 2層は壁面が崩れて形成された麗である。遺物は出土し

なかった。

S K03(第9図、図版 3)

MC40グリッド第盟層上面で検出した。平面形は直径O.64mの円形を呈し、検出前からの深さは 28cmで、

底面がわずかに鍋底状を呈し援は垂直に立上がる。覆土は 1J詣で、炭化物や地山ブロックが混入している O

遺物は縄文時代前期の土器片と石鎌が出土したが、土器片は摩滅が著しく文様などは不明であるが胎土に繊

維が混入している。 1点出土した石鎌(第 27図Sし図版 16)は平基無茎鎮で平面形が二等辺三角形を呈し、

基部両端が角張るものである。

S K04(第9図、図版4)

MA41 .. 42グリッド第盟層上回で検出した。この付近は遺跡内を通る道路により地山面まで削平されて

いる。平面形は長戦(北西-南東)O.94mx短軸(北東一南西)O.58mの楕円形を呈し、検出国からの深さは 8

cmで、底面はほぼ平らである。覆土は 1層であり、炭化物@地山粒子@地山ブロック@小磯が混入してし喝。

遺物は縄文時代前期の土器片と剥片が出土したが、土器片は摩滅が著しく文様は不明である。

S K05(第9図、図版 5) 

MA41グリッド第亜層上面で検出した。この付近は遺跡内を通る道路により地山面まで前平されている。

平面形は長斡(北西 南東)1.08mx短軸(北東一南西)O.58mの楕円形を呈し、検出面からの深さは 10cmで、

底面は平らである。覆土は 1層で炭化物が混入している。遺物は胎土に繊維が浪人していることから縄文時

代前期と考えられる土器片と剥片が出土したが、土器片は摩滅が著しく文様は不明である。

S K06(第 9図、図版 6)

MA41グリッド第藍層 i二面で検出した。この付近は遺跡内を通る道路により地山面まで削平されている。

平面形は(北東南西)O.90mx短軸(北西高東)O.54mの楕円形を呈し、検出面からの深さは 5cmで、底面

は平らである。 は1 炭化物@地山粒子が混入している。遺物は出土しなかった。

-14-
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第4章調査の記録

2. 遺構外出土遺物

( 1 )土器

出土した土器資料はすべて縄文時代のものであるが破片が多く、全体の形状を把握できるものは少なかっ

た。潟前遺跡の時期を知る資料をできるだけ掲載した。土器資料の記述にあたっては、文様や胎土などから

第 I群土器(前賂初頭)、第H群土器(前期中葉以降)、第藍群土器(中期)、第N群土器(後期)に分けて記載し、

これに底部資料、小型土器および高台部を加えた。

〔第|群ゴニ器}縄文時代前期初頭の土器である。(第 10 国 1~ ム図版 6)

口縁部破片であるo 1は口縁部がやや外反し胎土は敏密で焼成も良好であるo 2は口唇部に縄文、 3は日

縁部がやや外皮し、口唇部に竹管による刺突が施されるo 4 .. 5は同一個体であり、口縁部が外反し

に指頭圧痕が施される。いずれも繊維の混入は認められない。

11群土器1縄文時代前期中葉以降の土器で、 14類に分けた0

1類:綾絡文が横位に施された土器であるo (第 10図6'"'-'15、第 11図 16"-'24、図版 6 7) 

6，.....，13は口縁部に綾絡文が施されるものである。 6.. 7は口縁部にi隔の狭い無文帯をもち、綾絡文が 2

条、体部には縄文が施されるo 8 '"'-'13は縄文の地文に数条の綾絡文が施されるo 14 .. 15は綾絡文が口縁部

から体部にかけて施されるものであるo 16，......，21は口唇部に文様が施されるものである。 16は に刻み、

17 .. 18は棒状のようなもので斜めに押し当てて刻みが施されている。 19は口唇部に爪形文が、 20は指頭圧

痕が施されているo 21は口唇部に縄文原体の側面庄痕が施される。 22，.....，24は綾絡文が体部に施されるもの

である。 22の上半には綾絡文が横位に施され下半は縄文が施される。 23は体部に綾絡文が横位に同一幅で

整然と施され、 24は体部に 3条一単位の綾絡文が横位に施される。

2類:木白状撚糸文が横位に施された土器である。(第 11図25" 26、図版 7)

2条一組の撚糸文が施され、口縁部がやや外反し胎土に繊維が混入している。

3類: iSJ字状結束撚糸文が施された土器であるo (第 11図27.. 28、図版 7)

深鉢形土器の体部破片で、胎土に繊維を含むが焼成はあまりよくない。

4類:羽状縄文が縦位に施された土器であるo (第 12図29" 30、図版 7)

深鉢形土器の体部破片で、 30は底部が外側に張り出し胎土に繊維が混入している 0

5類:綾絡文が縦位に施された土器である。(第 12図31r-..;37、図版 7⑧ 8)

31は頚部の降帯に縄文原体が側面圧痕され、体部に綾絡文が縦位に施されたものである。 32は綾絡文が

1条、 33は2条一紹で、 34，.....，37は縦{立に連続して綾絡文が施される。

5類:Iコ縁部に縄文原体の側面圧痕が施された土器であるo (第 12図38 39、図版 8)

口縁部が外反し焼成は良好である。 39の体部に縄文が施されている O

7類:組み紐が回転施文された土器である。(第 12図40、図版 8)

口縁部が外反し口唇部外側には等間隔で刻みが並び、その直下に竹管による刺突が並列する。

8 類:頚部に圧痕のある経帯を横位に貼付する土器である。(第 13 図 41~灯、第 14 鴎 48"'51、図版ト 9)

41 .. 42は口縁部が外反し体部には縄文が施され、口縁部には表裏縄文が施される。降帯には指頭圧痕と

沈線が交互‘に施されている。 43，.....，45も指頭圧痕のある降帯をもち、 43は外反する口縁部に撚糸文、 44は口

縁部と{本部に原体の異なる縄文、 45は体部に撚糸文が施されている。 46 47は幅広い隆帯の中央部に沈線

が横走いその上下に 46は指頭任痕、 47は竹管による刺突がそれぞれ施される。 48 49は隆帯に竹管によ

る刺突と沈線が施され、 48は沈線の上下に棒状(竹管)のようなもので斜めに押し当てて刻みを入れている。
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50は隆帯に竹管による東日突が施され、口縁部や{本部には 2条一組の木目状撚糸文が縦位に施される。 51は

幅広い降帯に竹管による刺突が4偲一単位で施され、単位問には縦位の沈線が短く施される。さらに、降帯

の中央部に沈線が横走し、その上下に棒状のようなものを押し当てて「く Jの字状の刻みが表出されている。

やや外反する口縁部には綾絡文が横位に施される。

9類:前段多条の縄文が施された土器である。(第 14図52" 53、図版 9)

52は深鉢形土器で底部がやや張り出し、 53に比較して胎土に砂が混入する割合が少ない0

10類:撚糸文が縦位に施された土器である。(第 14図54'""60、図版9)

54は撚糸文が縦位、横位に交差するように施され、口縁部は外反し口器部に指頭圧痕がある。 55は口縁

部がやや外反し、口縁部無文帯と体部の撚糸文は沈線で区闘されている。 56'""58は口縁部がやや外反する。

11類:縞目状撚糸文が施された土器である。〈第 15図61"-'73、図版9リ0)

61 " 62は同一個体であり、口縁部は外反し口唇部には捧状のものを押し当てて刻みを作出している。 63

---66は同一個体で、ロ縁部が外皮し体部がやや膨らみ底部が張り出すものである。 71は縄文原体の側面圧

痕が施され、 73は縞白状撚糸文が横位に施されるO

12類:頚部の隆帯上に爪形文が施された土器であるo (第 16図74'""77、図版 10)

74 " 75は頚部の降帯に爪形文が、体部には縄文が施される。 76は欠落した降帯の上下に爪形文が横走す

る。 77は頚部の半裁竹管文上に爪形文を施したもので、体部は撚糸文が施される O

13類:多軸絡条体が回転施文された土器である。(第 16図78'""-'84、図版 10)

78は口縁部、 79'"'-'84は体部破片である。

14類:木白状撚糸文が縦位に施された土器であるo (第 16図85'"""'90、第 17図91，....，102、図版 10.. 11) 

85'""'-'88は縦位のいわゆる木目状撚糸文が施されている。 89'"'"'102は撚糸を 2条一組となるように紬に巻き

付けて縦位に施されたものであるo 91，.....，93は同一個体であるが、撚糸を巻き付けた時の繋ぎ日痕跡が顕著

ではない。 94~102 は撚糸の繋ぎ目にさらに 1 条の撚糸を巻き結束させている。

〔第111群土器〕縄文時代中期の土器で、 3類に分けた0

1類:大木式土器である。(第 17国 103，-._.，111、図版 11" 12) 

103は口縁部が外反し 4""'5条の沈線が横位に施される。頚部に隆帯が貼付され、隆帯には縄文原体の側

面圧痕が縦位に連続施文されている。口縁部及び体部に縄文が施される。 104.. 105は同一倍体で、口縁部

lこ横位の沈線が施され、口唇部は肉厚になり口唇部直下に刺突が施される。その東日突から左右にi<J"i>J 

沈線が連続して施され、その中央部を沈線が横走する O また、刺突から頚部に半裁竹管による押し引きが 3

条垂下する。頚部の隆帯は欠務し体部には縄文が施される。 106" 107はキャリパー形の口縁をもつもので、

隆帯で区画された口縁部には渦巻文や縄文が施される o 108は突起をもっ浅鉢形土器の口縁部である。 109

は折り返し口縁で、折り返し部には縄文が施され、無文帯と体部縄文の境には縄文原体の側面圧痕が施され

ている。 110.. 111は沈線が縦位に展開され、磨消縄文をもつものである O

2類:円筒式土器である。(第四図 112、図版 12)

山形突起をもっ口縁部破片である。

3類:中期の土器と思われるものである。(第 18図113"-'116、図版 12)

113は口縁部に半裁竹管文が斜位及び半円状に施され、その上下が横走する半裁竹管文で区咽したもので

あり北陸系の土器か。 114" 115は東日突のある体部である。 116は山形突起をもっ口縁部であり、口信部外側

には刻み目が連続施文され、体部には縄文が施される。
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〔第IV群土器]縄文時代後期の土器で、 5類に分けた0

1類:ト腰内 I式土器以前の土器である。(第 18図 117"-'119、図版 12)

117は指頭圧痕のある波頂部下に富子しが付され、連鎖条の沈線文が君主下するo 118は連鎖条の沈線文が施

されるものである。 119は半裁竹管による文様が施される。

2類:十腰内 1式土器である。(第 19図 120"-'132、第20図 133"-'149、第 21図150"-'153、図版 12"13"14)

120は波頂部下の縦長無文部を基軸に横位に無文部が展開される。 121は口縁部に横位の無文帯、体部に

は沈線で文様が構成され縄文が充填されている。 122は波頂部直下に渦巻状の文様が配され、体部には縄文

が充填された帯状の沈線で横位展開の入組文が施される。 123は波頂部付近から垂下し横{立に展開する帯状

の沈線文に縄文が充填される。両側の無文部に帯状の三角形文様が配されている。 124'"'-'137は縄文が充填

された帯状の沈線で文様が構成されるものである。 138は把手のつく壷形土器の上半部で、体部には縄文が

充填された害状の沈線で文様が構成され、内側には粘土紐の跡が残っているo 139，-....，141は同一個体であり、

やや外反する波状口縁で口縁部に横位に無文帯が展開し、波頂部下には竹管による刺突が施される。 142"-'1

45は、沈線に沿って竹管よる刺突が点列するものである。 146は口縁部で半裁竹管で文様構成され、 147は

3条の沈線で文様構成されるものである。 148は口縁部に数条の横位沈線を施し体部の無文帯に渦巻文を施

し、 149は横位の沈線文から沈線を垂下させ渦巻文を作出している。 150は縦位の降帯で体部が4区画され、

区画内の無文地に沈線で文様が施文される O 底部は揚底で方形を呈し角が体部の降帯と呼応する。 151.. 152 

は沈線を沿わせた降帯により区画され、区画内には 151は沈線で文様構成され、 152は縄文が充填された隆

帯や帯状の狭い沈線で文様構成されるo 153は純白状撚糸文が施されたものである。

3類:十腰内E式土器である。(第 21図 154" 155、図版 14)

154は平行沈線の区画に弧状の沈線が施され、 155は入組文風の文様が描かれたものか0

4類:十腰内班式土器である。(第21図 156"-'163、第22図164'"'-'168、図版 14)

156 .. 157は口縁部に縄文が施され横走する 2条の沈線で区画し、体部が無文のものである。 158---163は

文様構成は明確で、はないが、磨消による曲線的な文様が施されるものである。 164'"'"'166は深鉢形土器の花

弁状の把手で、やや外反し外側には円形の沈線文が施されている。口縁部と花弁状把手の接合部分は細い棒

状のもので補強されている。 167" 168は浅鉢形土器の抱手である O

5類:後期の土器と思われるものである。(第22図 169'"'-'174、図版 14" 15) 

169は内湾する口縁部に幅の狭い無文帯があり、その下に半裁竹管文が施されるo 170は頚部無文帯と体

部縄文が沈線で区画され、 171は口底部及び頚部に横位に沈線が施され縄文が充填され、体部上半は無文で

ある。 172は縦位の条線が施され、 173は体部に数条の沈線で iSJ字状の文様が施される。 174は注口部

分である。

〔濃部護料](第 23図175'"'"'179、第 24図 180"-'189、第 25図190'-""192) 

175 は底面が外側に張り出しており、底面はやや揚底ぎみである。 176~181はスダレ状圧痕、 182'""-'188

は網代圧痕である。 189は孔が穿たれた底面に網代の可能性のある圧痕があるが、底部の断面の形状から

器の底部でない可能性もある。 190" 191は同一個体であり葉脈痕、 192は木葉痕である O

よびE革命部(第25図193'"'-'199、図版 15)

193は体部上半に磨消縄文などが施され下半は無文である。 194" 195は体部から底部にかけて急激にすぼ

み揚底の底部が外側に張り出すものである。 196"-'199は土器の高台部である。 196は高台部は無文であるが、

197は高台部と体部は 2条の沈線で区画され、体部は縄文の地文に沈線で文様が施されている。

-18-
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第 4章調査の記録
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第 25図遺構外出土土器(16)..土製品(1 ) 

( 2 )土製品

土偶(第 26図200"-'204、図版 15)

200は頭部の一部@胴体下半@左乳房@両手に相当する部分を欠いている。逆三角形の頭部には、降帯で

iVJ字の屑や鼻を表したと思われるが、間や鼻は欠損している。日や口は竹管による刺突で表されている。

後頭部から体部にかけて縄文が充填されたI福の狭い帯状沈線で文様が施されてし喝。 201は頭部@休部下半@

乳房@両手に相当する部分を欠いている。細い竹管による刺突の点列が、両面に施される。 202は体部上半

に棺当する部分を欠いている。桐部から酷s部にかけて幅広になり O臨jの脚部が表されている。 203は体部上

半@脚部の一部に棺当する部分を欠いている。腕部中央にへそが表現され、残存部の上下端部には縄文が充

填された帯状の沈線で文様が施されている。 204は頭部であり、日から頬にかけて窪ませ鼻と眉を作出させ

ている。日や口は作管による刺突で表されている。

環状土製品(第 26図205" 206、図版 15)

環状土製品の一部である。 205は表面に爪形文が施されるが、 206は摩滅が激しく文様は不明である。

円盤状土製品(第 26図207'""210、図版 15)

土器の破片を活用した土製品である。 207は撚糸文は施されているが他は摩滅が激しく文様が不明であるO

-34-
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第4章

( 3 )石器

遠構外から した石器は 738点である O 伴出した土器から、縄文時代前期初頭~後期のものと考えられ

るO 石器はグリッド毎に取り上げた。出土した石器は石鉱46、石槍 16、石錐4、石匙 208、石箆 70、スク

レイパ-97、異形石器 1、二次加工のある剥片し磨製石斧 14、半円状偏平打製石器 11、石鍾 251、凹石

13、石皿6が出土した。出土層位はH属中がほとんどであり、 LG40、LH39 .. 40、L1 39"""'42、LJ39'"'"' 

42、MA41'"'-'43、MB41 "'43のグリッドに集中している。

石鎌(第 27図S2，.._，27、図版 16)

基部の形態で 5種類に分けられ、両面に丁寧な押圧剥離が施される。出土石器の約 6.2%を占める。

①平基無茎鍛:基部が直線的なもので基部両端の形態で 2種類に細分された。 (S2，-.__， 9) 

a 基部両側が基部向かつてすぼむ形状のもので、基部両端が丸みを帯びたものである。 (S2"'4)

b:基部両端が角張るものである。平面形が二等辺三角形を呈するものがほとんどであるが、 S5は両側

縁が基部に向かつてすぼむ形状のものである。 (S5，-..， 9) 

②出基無茎鎌:基部に挟りがあるもので、挟りの深さで 2種類に細分された。 (S10，-.__，20) 

a .凹基ではあるが、挟りが僅かで深くないものである。 S10，，-，11は最大長が 41，-.__，44rnmとやや大型であ

る。 S17は基部両端が基部向かつてすぼまる形状のものである。(S 10"-' 17) 

b:凹基の挟り部分が、深いものである。 (S18，.._，20) 

③円基鎌:基部が丸みを帯びたものである。 (S21，-.__，24)

S 21 " 22は水滴形を呈する。 S22は先頭部が尖りが鈍く最長幅 23rnrn、最大幅 20mmとほとんど差がない。

S23は基部は丸みを帯びている。

④有茎鎌基部をもつものである (S25 " 26) 

S24は凹基有茎鎌で茎部を欠損している。 S25は凸基有茎鎌で石質は黒曜石である。

⑤尖基鎌:基部が尖るものであるo (S 27) 

断面形が菱形を呈する O

石槍(第 28図S28，-....，34、第 29図S35 .. 36、図版 16)

基部の形態で 2種類に分けられ、いずれも両面に二次加工が施されている。出土石器の約 2.2%を占めるO

①基部に鋭い先頭部を持つものであるo (S28"29) 

②基部が丸くなるもので、先端に鋭い先頭部のものである。(S 30'""32) 

③欠損品であり基部の形態が明確でないものである。 S32'""34は全部に押庄剥離が施される。 (S33'"'-'36) 

石錐(第 28図S37、図版 16)

器長に比べて器幅がなく、断面形が算盤球状を呈するものである。出土石器の約 0.5%を占める (S37) 

石匙(第 29図S38'"'"'47、第 30図S48'""59、第 31図S60，-.__，70、第 32図S71，-....，80、第 33図S81，.....，目、第 3

4図S92'"'-'97、図版 17o 18) 

つまみ部が作出された石器である。両面調整され先端部が尖るものと、片面からの調整によって刃部が作

られたものがある O 石器中軸線あるいは刃部と、つまみの中軸線の交わる角度によって 3種類に分けられた。

出土石器の 28.2%を占める。

①縦型:つまみ部と中軸線がほぼ平行なものである。形態によってさらに 6種類に細分した。

a 中軸線に対して左右対称で、両側縁が先端部に向かつてすぼまるものである。両面に二次加工が施さ

れるものがほとんどである。 (S38，-.__，47) 

-36 
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a-1 :両側縁が外側に膨らみ先端部が尖るものである。 (S38，-....，42) 

a-2.両側縁が先端部に向けて直線的にすぼまるものである。(S43) 

a -3 : i南側縁がほぼ平行し、先端部で急にすぼまり鋭く尖るものでる。 (S44，-....，47) 

b:中軸線に対して左右対称で両側縁がほぼ平行するものである。先端部が尖らないで片面調整されたも

のである。 (S48，-....，50) 

c 中軸線に対して左右対称で南側縁がひろがるものである。すべて片面調整がされている。 (S51，-....，61)

c-1 :先端部に末広がりの直線的な両側縁をもち、先端部が平坦なものであるo (S 51 " 52) 

c -2 :先端部に末広がりの直線的な両側縁をもち、先端部が丸みを帯びるものである。 (S53，-....，55) 

c-3:つまみ部から先端部に雨側縁が膨らみ、先端部は丸みを帯びるものであるo (S 56'"'"'61) 

d:中軸線に対して左石非対称で、片側に直線的な刃部をもつものである。 (S62，.....，70) 

d -1 :器表面の右側縁に直線的な刃部をもつものである。 (S62，-....，67) 

d 2:器表面の左側縁に直線的な刃部をもつものであるo (S 68"""'70) 

e 中軸線に対して先端部が左右にまがるものである。 (S71，-....，83)

e - 1 :中軸線に対して先端部が右側にくるものである。(S 71，-...，80) 

e-2 :中軸線に対して先端部が左側にくるものである。 (S81，-....，83) 

f:異形な形の石匙であるo (S 84) 

②横型:つまみ部と中軸線が直交するものである。形態によって 2種類に細分した。 (S85"""'91) 

a 刃部が丸みを帯びるものである。 (S85"'89) 

b:刃部が直線的になるものである。 (S90"91)

③斜型:つまみ部と刃部が斜行するものである O 形態によって 2種類に細分した。 (S92"'97) 

a つまみ部が右側につくものであるo (S 92"'94) 

b:つまみ部が左側につくものであるo (S 95"'97) 

石箆(第 34図S98'""'-' 101、第 35図S102"-'110、第 36図 111，.....，118、第37図119"'123、図版 19)

平面形が援形、短冊形、長方形、小判形等の各種の「へラ」状を呈し、一端に刃部が作出された石器であ

る。形態により 3種類に分けた。出土石器の約 9.5%を占める O

①平面形が、基部よりも刃部側が幅広のものである。(S 98'"" 116) 

a 刃部が直線的であるものである。 (S98'""'-' 105) 

b:刃部が丸みを帯びるものである。 (S106，....，116) 

②両側縁が平行するものであるo (Sl17------120) 

③小型のものである。(S 121，._， 123) 

スクレイパー(第37図S124'""-'128、第38図S129~135、第 39 図 S136，-....， 142、第40図S143，.....，146、図版20)

剥片の側縁に連続的な二次加工によって刃部を作出した石器で、二次加工は片面からだけのものが圧倒的

に多い。形態により 3種類に分けられた。出土石器の約 13.1%を占める。

①両刃でV字で先端部が尖るものo (S 124'" 128) 

②刃部が片側縁につくもので、 2種類に細分した。 (S129"""'138) 

a 刃部が右側につくものo (S 129，.....， 134) 

b:刃部が左側につくものo (S 135'"" 138) 

③刃部が先端部にあり、丸みを帯びているものo (S139'""146) 
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異形石器(第40図S147、図版 20)

に先端部を作出し、両面に二次加工が施されたものである O

一次加工のある剥片(第40図S148、図版 21)

縦長剥片の片側に背面からの抑圧剥離がある剥片である。

藤製石斧(第40図S149 " 150、第41図S151'"" 154、図版 21)

砥石で研磨して作出された石器である O 両側縁の形態で 2つに分けた。出土石器の約 2.0%を占める。

①基部より刃部が幅広く、刃部の形状は両凸刃をもつものである。 (S149'"'-'152) 

②両側縁が平行で、刃部の形状は両凸刃をもつものである。 (S153 154) 

半円状儲平打製石器(第41~認 S 155'""-'159、図版 21)

半円状をまする偏平な礁を素材とし、長側縁(下側縁)に磨面があるものである。素材の作出方法で 2種類

に分けられた。出土石器の約1.5%を占める O

①偏平な礁を打ち欠いて半月状の形を作出したものである。 (S155'""-'158) 

②自然、石の形を利用し、長側縁(下側縁)のみを打ち欠いたものであるo (S 159) 

42図S160"-' 175、図版 21 22) 

挟りの入れ方が打ち欠きによるか切込みによるかで、 2種類に分けられた。出土石器の約 34β%を占める。

①打欠石録:長軸の両端に打ち欠きによる挟りをもつもので、一般には両面から打ち欠いて挟りを入れる

ものである。 S170は長軸@短軸の四方を打ち欠いて挟りを入れているo (S 160'"" 170) 

②切日石錘:断面 iVJ字形の切込みをいれた石錘である。平田形が楕円形を呈する小円石の長軸@短軸

の四方に施される。 (S171 ---175) 

白石(第43図S176~180、図版 22)

S 176 .. S 177 " S 178は円擦を素材として、 S176 " S 177は一面に凹みーカ所作られているが、 S178は

両面に凹みが作られている。 S176 S 180は楕円形の磯を素材にし、両国に数筒所凹みが作られている。

出土石器の約1.8%を占める。

石血(第43図S181、第44図 182" 183、図版22" 23) 

すべて欠損しており全体の形は不明である。 S180は跨痕をもっ浅い血状の使用面が両面にあるもので、

明瞭な外堤を作出していないものである。 S181 " S 182は明瞭な外堤を有するもので、裏面は平盤状であ

る。出土石器の約0.8%を占める。

(4)石製品

遺構外から出土した石製品は燕尾形石製品 3、石剣ム

燕尾形お製品(第44~ S 184'"'-' 186、図版23)

し有孔お製品 2、石製品 3である O

全体を短冊状や棒状に研磨し、長軸の一端に切り込みを入れることで、「燕の尾J状になっていることか

ら名称、を付したものであるo S 184は両端に、 S185は一端に切り込みがあるものである。 S186は、欠損

品であり切り込みはないが、切り込みと反対側に孔を有するものと判断した。

石剣(第44図S187 " 188、図版 23)

いずれも破損品である O

45図S189、図版 23)

断面形が円形を呈する破損品である。
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石製品(第 45図S190'"'-'194、図版 23)

形状が特定できない石製品をまとめたものである。 S190破損品であるが、中央部に孔が穿たれ切れ込み

入れられている。 S191は自然石に富孔のある未製品である。 S192は断面形が円形を呈しする円筒状の

製品である。 S193は上下が欠損しているが、溝が縦横に巡るが意匠された文様は不明である。 S194は小

型の壷形お製品で底由縁部に溝を巡らし底部を作出し、体部には 2条 l組の沈線で「横S字J状の文様が施

される。
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5章まとめ

発掘調査は、 オートキャン に係る遺跡南東部L字形の共河進入路部分(遺跡推定面積の

約 8%)について実施した。調変の結果、当該部分では縄文時代前期の土坑が検出され、!日石器時代、縄文

時代前期初頭から後期の土器@石器が出土した。また、調査区外北西部の範関確認調査では、縄文時代後期

前葉の配石遺構を確認した。

1 .検出遺構について

調査区内:縄文時代の土坑は調査区内北西部に集中し、 4慕は平面形が長鞍 90'""'115crnx短i馳50，._，70 crnの

楕円形を是し確認出からの深さは 5'""-'10crn、 l基は平面形が直径 60crnの円形を呈し確認面からの深さは 28

crnである。土坑の構築時期は縄文時代前期であり、捨て場に作られた土坑墓の可能性も考えられる O 未調査

区に該期の竪穴住居跡など集落を構成する遺構が検出される可能性も考えられる O

調査区外:推定遺跡範囲内北西部の範囲確認調査も行った。その結果、縄文時代後期の環状配石遺構を 2

基検出した。同規模で柱穴や焼土遺構を伴う環状配石遺構は大湯環状列石でも確認されている。今後の調査

結果を踏まえなければならないが、潟前遺跡、で検出された環状配石遺構は、特殊な住居としての位置づけも

考えられる O 石棒や土偶も出土しており、この区域は縄文時代後期の祭紀場であったと思われる。遺跡の推

定範囲は田沢湖畔に至る緩斜面であるが、環状配石遺構が検出された面は平坦であり、縄文時代後期に祭最日

場を構成するために地業が行われた可能性も考えられるo (図版 5) 

2. 遺物について

(1) 18石器時代の石器

18石器時代のお器は、調査区東側約 72nfの範囲から出土したが、調査区外南側へ出土範閉が広がるもの

と思われる。ナイフ形石器@掻器などが出土しているが、大部分はお片であり小規模な石器製作跡の可能性

が考えられる。

( 2 )縄文時代の土器

土坑が検出されている調査区内北西部で多量の土器が出土した。土器の出土状況から、この区域は捨て場

であった考えられる O 縄文時代前期初頭から後期の土器が出土しているが、その主体は縄文時代前期中葉~

後葉と縄文時代後期前葉である O

前期初頭の土器(1群)は口唇部に竹管による刺突や指頭庄痕があり、体部に縄文が施される土器で、繊維

の混入はなく焼成も良好である O 縄文時代前期中葉~後葉の土器(宜群)は、大木式土器(宜群 1""'7類)と

円筒下層式土器(II… 8"-'14類)が混在して出土した。大木式土器は大木 2a " 2 b式@大木 6式土器が、

円筒土器は円筒下層b式"d式土器が主体である。同じ田沢湖町内に所在する黒倉B遺跡、の 1次調査では縄
(註 2) 

文時代前期中葉(大木2式@円箆下層b式)の土器が出土し、 2次調査では縄文時代前期後葉(大木 6式@円

筒下層 d式)の土器が出土しており、潟前遺跡、と同じような共伴関係である。縄文時代中期の土器(璽群)の

出土総量は少ない。大本式土器(副群-1類)が主体で、円筒土器や北陸系と考えられる土器もわずかに混在

している。縄文時代後期の土器(IV群)は、 ト腰内 I式土器(IV-2類)が主体であり、環状配石遺構や環状列

石が構築される時期と符合している。



第 5章まとめ

潟前遺跡、は、地形的環境は異なるが、田沢湖町内で昭和 59" 60年に発掘調査された黒倉B遺跡と存続期

間が重なり合う期間が長く、黒倉B遺跡が縄文中期の大木式土器を主体とする遺跡なのに対して、潟前遺跡

は縄文時代前期の大木式土器と円筒式土器および後期の十腰内 I式土器を主体にしている O 潟前遺跡の調査

では、同地域の前期初頭から後期前葉までの様相を考えるための好資料を得た。

( 3 )縄文時代の石器

石器は調査区内北西部を中心 738点出土した。石錘 251点、石匙 208点、スクレイパ-97点の)1慎に多く出

土した。特に、右錘の出土は、当時の生業が田沢湖と深く関わっていたことを示していると考えられる。ま

た、特筆すべき遺物としては燕尾型石製品や円筒式土器に伴出する半円状偏平打製石器が出土した。燕尾形

石製品の出土は、秋田県内では、協和町の上ノ山豆遺跡(大木 4" 5式土器)で 58点と大量に出土している
(註 6) 

が、その他は、雄物川町の根羽子沢遺跡(大木 7a'""'8b式土器)、横手市の大鳥井山遺跡、南外村の山王台
(註 7) (註8) 

遺跡(大木 8b式土器入田沢湖町の黒倉B遺跡(大木 7a .. 7 b式土器入山内村の小田V遺跡、鳥海町の提
(註 9) 

鍋遺跡で出土している。すべて大木式土器文化圏で出土していることから、燕尾型石製品は縄文時代前期か

ら中期の大木式土器に伴出するものと考えられる O

潟前遺跡は、!日右器時代の石器製作場、縄文時代前期初頭から後期にかけての集落や祭紀の場であったこ

とがわかった。 I日石器時代の調査は玉川水系では初めてである O 縄文時代前期は、大木式土器文化圏と円筒

土器文化圏の接するうイン(秋田市一田沢湖一盛岡市一宮古市を結ぶ線)に遺跡が位置し、円筒下層式土器と

大木式土器が混在して出土したことから、この地域における典型的な土器の特色を示している遺跡であるこ

とがわかった。縄文時代中期は大木式土器が主体になることから、前期から中期にかけての様相の変化にも

着目される遺跡である。縄文時代後期は、調査区外で環状配石遺構の一部が検出されたことから、今後の調

査で当時の祭杷を考えるための貴重な資料を提示してくれるものと期待される。

註1.鹿角市教育委員会『特別史跡 大湯環状列石発掘調査報告書(10)J]鹿角市文化財調査資料49 1994(平成2年)

註2. 秋田県田沢湖町教育委員会『黒倉B遺跡第 l次発掘調査報告J] 1985(昭和 60年)
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1.調査区途景{南西一・北東)

2調査区会景(北西『南東}
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1潔I支配石海4轟積出状況{北京→南西)

2.環状A:石遺精検出状況(南『北)
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あとがき

秋は、縄文の人々にとって、やがて来る厳しい冬に備え食料を獲得する最も忙しい季節です。

日本一の深さを誇る田沢湖のほとりで、 9月から調査を開始しました。遺跡周辺では粟や茸が豊

富に取れ、小さな沢には岩魚が棲息しています。やがて、木々の葉が赤く色づき紅葉シーズンに真っ

盛りを迎え、県外ナンバーの観光パスや乗用車が途切れることなく通過していきます。そして、木

枯らしが吹くころに調査を終了しました。縄文時代の人々には申し訳ないけれども、調査をしなが

ら改めて秋田の秋を満喫することができました。

調査では、縄文時代に漁網の重りとして使われた石錘、携帯用のナイフである石匙などの石器が

多く出土し、当時の人々も田沢湖から生活の糧を得ていたことがわかりました。今は幻の魚となっ

てしまったクニマスも食されていたことでしょう。

また、後期の環状配石遺構や石棒などが見っかり、田沢湖を望む遺跡中心部が祭最日の場として利

用されていたこともわかりました。そのため、工事計画は見直され、中心部を盛土保存して活用す

ることとなり、「遺跡と共存するオートキャンフ。場Jという新たな発想で建設が行われることにな

りました。

最後に、発掘作業及び整理作業に携わった方々の名前を記して感謝致します。(敬称略)

(調査参加者)浅利貞雄黒沢勇一草甥俊一熊谷 誠倉橋清徳桑野喜夫
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